


面倒なメンテナンスを軽減します。

目詰まりによる電流効率の低下がありません。

現在使用中の素焼筒からの交換作業は簡単です。

電力費削減に貢献します。

陰極液（硫酸）の更新サイクルが長期化します。



稼働事例

ユニット導入後のCr3+の推移

コスト比較

導入効果

使用後３年目以降、累積コストに
差が生じてきます。

累積コストの推移比較
< 素焼筒 / エッチング液電解再生ユニット>

・Cr3+ 値の安定したコントロールが可能
・膜の目詰まりが少ない

・メンテナンスが楽
・電力コスト削減に貢献

素焼筒の更新は、毎年 年２回必要なのに
対し、エッチング液電解再生ユニットは本体
の更新の必要がありません。

（但し、膜のみ２年に１回の更新を推奨して
おります。）

素焼筒

エッチング液電解再生ユニット
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